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【令和７年度第３４回風間浦中学校同志社交流】
総長のお話では、夢と志の話が印象に残りました。「夢を
もつだけでなく、夢をかなえた後にどうなりたいか、どう
したいのかという志が大事」とおっしゃっていて、私も志
をもとうと思いました。そして、普段食べることができな
いものや聞けない話を聞くことができ、貴重な経験ができ
ました。お世話になった方々への感謝の気持ちを忘れずに
これから過ごしていきたいです。

木村 朱里
私が同志社交流で成長したと感じたことは、「相手に対
して反応する大切さを学んだ」ということです。初日、京
田辺キャンパスでお話を聞いたときはまだまだ反応ができ
ていませんでしたが、２日目に同志社中生の先生方や生徒
の、私たち風中生に対しての反応の良さを見て、少し気持
ちが変わりました。相手のことを考えて反応をすること
で、会話が盛り上がり、何より「話を聞いている」という
ことを示すことができると思いました。これからはこのこ
とを意識し、さらに自分のコミュニケーション力を高めて
いきたいです。

齊藤 雪愛
私がこの４日間で一番印象に残っていることは、同志社
中学校のチャペルで行った発表です。本番は少しミスもあ
りましたが、全力を出し切り、私が担当する合唱とソーラ
ンの説明、そして合唱、ソーランの披露も頑張りぬくこと
ができました。同志社中生にも魂を込めて演技しているこ
とが伝わったと思います。しかし、４日間の中で私自身、
時間に遅れてしまうことがあったため、そこはこれからの
学校生活でも意識していきたいです。同志社中の生徒はコ
ミュニケーション力が高く、面白くて優しい人が多かった
印象を受けました。私もこの姿勢を見習ってどんな時も明
るく優しく接することができるようになりたいと思いま
す。１月に同志社中の生徒会の人たちが来たら温かく迎え
たいです。

杉山 琴美
私は４日間で、たくさんのことを学ぶことができました。
中でも、同志社中の生徒のメリハリに感激しました。楽し
むところは全力で楽しみ、真剣に取り組むところは真剣に
取り組んでいて、見習おうと思いました。また、風中の伝
統である、「美しい歌声」を同志社中のチャペルでも響かせ
ることができました。魂のこもったソーランも披露するこ
とができ、３４年間の伝統を引き継ぐことができたのでは
ないかと思います。教頭先生や能渡課長さんがおっしゃっ
ていたように、この経験を当たり前と思わず、関わってく
れたすべての人に感謝して日々過ごしていきたいと思いま
す。

松本 風花
私が同志社交流を通して驚いたことは、私たちに関わっ
てくれたすべての人たちが優しく、誰とでもコミュニケー
ションをとることができるということです。同志社中での
生徒会交流会では、クイズや鬼ごっこを楽しむことができ、
いろいろな話をすることはできましたが、「自分はまだま
だ伝えたいことをうまく相手に伝えることができないな」
ということも感じました。しかし、たくさんの人のサポー
トのおかげで、たくさんの思い出を作ることができました。
私は都会に行ってみて、風間浦の良さを改めて感じること
ができました。今回の経験を将来に生かし、自分を成長さ
せていきたいです。

三上 いち花
同志社交流を終えて、良かったなと感じたことは、１０
人全員で参加でき、誰もはぐれたりすることなく無事に
帰ってくることができたということです。２日目に訪れた
同志社中では、生徒の皆さんはもちろん、先生方にもとて
も温かく迎えていただき、これまでの交流の歴史を改めて
感じることができました。私は同志社中の生徒と会話を長
く続けられませんでしたが、それでも私たちにたくさん優
しく話しかけてくれました。１月に同志社中の生徒会の人
たちが来た時には、私も会話を長く続けられるよう積極性
を普段の学校生活から心がけたいと思いました。このよう
な貴重な経験をできる学校はないということを心にとめ
て、これからの生活に今回の経験を生かそうと思います。

佐藤 聡太（学級担任)
今回の同志社訪問では、２年生全員が大変貴重な体験を
させていただきました。まずはこのような機会をくださっ
た風間浦村及び教育委員会の方々に感謝申し上げます。
初日の同志社大学京田辺キャンパスの訪問では、小武内
先生に対応していただき、「物の耐久性」についての研究な
どを説明してもらいました。鉄やアルミに力を加えて、ど
のくらい負荷をかけたら壊れるかという実験を見せてもら
いましたが、生徒は興味津々で実験を見ていました。京田
辺キャンパスの構内は広くきれいで、環境が整っていまし
た。生徒たちは大学生活のイメージをもつことができたと
思います。
同志社中学校の訪問では、礼拝の時間に記念品の説明や
合唱、風中ソーランの発表を行い、年度始めから生徒たち
が試行錯誤して準備してきた成果を発揮しました。同志社
中生が１０００人ほどはいたと思いますが、堂々と発表す
ることができました。合唱は「あなたへ～旅立ちに寄せる
メッセージ～」という曲を発表しました。チャペルで歌う
のに雰囲気が合っているというのと、歌詞にあるような不
安や葛藤をしながらも日々努力を重ねていきたい、という
思いからこの曲を選びました。風中ソーランは全員が全力
を出して演技している姿が素晴らしかったです。今後も、
今回のチャペルでの経験を様々な場面で生かし、成長して
いってほしいと感じました。その後、同志社中生と授業体
験もしました。英語の授業では、自己紹介をしたり、英単
語ゲームをしたり、同志社の生徒が英語でインタビューし、
風中生を紹介するという活動を行いました。初対面の生徒
同士で緊張しながら活動しており、普段の英語の授業とは
違う経験ができました。ほかにも風中では経験できないこ
とをたくさん経験できました。最後に同志社中生徒会の生
徒との交流会を行いましたが、鬼ごっこやクイズ大会に楽
しそうに参加しており、１日を通して、充実感を味わえた
のではないかと思います。
３日目の同志社大学今出川キャンパスでは、チャペルで
八田総長のお話を聞きました。生徒たちはきっと自分の将
来について深く考えることができた講話になったのではな
いかと思います。また、最終日には、「笹屋伊織」という京
都の老舗和菓子屋さんで女将さんのお話を聞きました。京
都においしいものが集まる理由を学び、和菓子屋さんを３
００年も続けていくように、ものごとを続けていくことの
偉大さや大切さを実感したのではないかと思います。
２年生の生徒たちは今回の４日間で、言葉では言い表せ
ないほどの貴重な経験をしました。この経験が、日々の学
校生活はもちろん、進路決定や就職した先にもつながって
いってほしいと思っています。最後に、今回のような貴重
な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。
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【令和７年度第３４回風間浦中学校同志社交流】
今回で３４回目となる「風間浦中学校と同志社中学校との交流」が１１月４日（火）から１１月７日（金）の日程で京都
市の同志社中学校において行われました。
両校の交流は、平成５年３月２日、風間浦中学校が同志社中学校を訪問してから始まりました。
今年度は、風間浦中学校２年生１０名と引率の先生などを含め計１７名で訪問しました。
同志社大学京田辺キャンパスでは、構造工学研究室にて複合材料についての特別講義を体験させていただき、実際に実験
の様子も見学させていただきました。
同志社中学校のある岩倉キャンパスでは、チャペル内で両校の記念品交換や風中ソーラン及び合唱を同志社中学生・教職
員約１，０００人の前で堂々と披露し、たくさんの拍手をいただきました。学校内においては、英語や社会の合同授業、技
術の特別授業を行っていただき、普段とは違う授業に刺激を受けている様子でした。その後は校舎の見学や生徒会との交
流を楽しみました。
同志社今出川キャンパスでは、八田総長・理事長から大変貴重な講話をいただき、その後キャンパス内を見学させていた
だきました。
さらに、例年ご厚意によりお引き受けいただいている、「秀和株式会社」（社長は同志社大学ＯＢの奥敏郎氏）にて、がま
口の製作体験を行いました。また、京菓匠「笹屋伊織」の女将さんから京菓子の講話をいただきました。同志社関係者の皆
さまから様々なご厚意をいただきながら、京都ならではの体験をすることができました。
八田総長・理事長をはじめ、同志社大学ＯＢの皆さまや同志社関係者の方々のお世話になり、有意義な交流と体験ができ
ました。

八田総長・理事長とチャペルにて 同志社中生へ風中ソーラン披露

同志社交流感想
佐々木 岳
私が印象に残っていることは、同志社大学今出川キャン
パスのチャペルで聞いた八田総長のお話です。新島襄先生
についてこれまで学んできたこと以外にもたくさんのお話
をしていただき、とても興味深かったです。同志社中を訪
れた際には、とても歓迎してもらいました。１月に同志社
中の生徒会の人たちが風間浦を訪れた際には、精一杯歓迎
したいと思います。

林 大聖
同志社交流で、社交的な態度でコミュニケーションをと
ることができました。最初は知らない人と関わることに抵
抗やためらいがありましたが、チャペルでの発表などを通
して、積極的に様々な人と関わることができるようになり
ました。反省点としては、忘れ物が少しあったことです。
まだまだ至らない点はありますが、これからの学校生活に
活かしていきたいと思います。また、今回のような貴重な
体験をさせていただいた風間浦村や教育委員会の方々への
感謝を忘れず、仲間とともにこれからも頑張っていきたい
です。

古川 尋
今回の同志社訪問を通して、同志社中の生徒と仲良く交
流することができました。交流会や授業を通して友達を作
ることができました。１月に同志社中の生徒会の人たちが

風間浦に来る時には、一緒に楽しむことはもちろん、温か
く歓迎したいと思います。これからの学校生活では、今回
の交流で自分が特に成長したと感じているコミュニケー
ション力を、行事や他の場面でも発揮していきたいと思い
ます。

阿部 栞奈
同志社交流を終えて、自分のコミュニケーション力の低
さを感じました。同志社中の生徒は、自分たちにたくさん
話しかけてくれましたが、私自身はあまり積極的に話しか
けたり、関わることができなかったと感じました。１月に
同志社中の生徒会の人たちが風間浦を訪れる時には、自分
から話しかけるようにしたいですし、日常生活でも、積極
性を大切にしたいです。また、今回の交流では、あいさつ
の大切さを学びました。初めて会う人ばかりでしたが、あ
いさつをさわやかにすると、そのあとの会話も弾みました。
あいさつはコミュニケーションの始まりだということを実
感できました。

川畑 結望
同志社交流で印象に残っていることは、同志社中での生
徒会交流会と同志社大学今出川キャンパスでの八田総長の
お話です。生徒会交流会では、同志社中生とのコミュニ
ケーション力の差を感じました。いつも元気がよく、初対
面の人でも積極的にかかわる様子に圧倒されました。八田
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令和７年度風間浦村防災避難訓練
１０月２６日（日）、令和７年度風間浦村防災避難訓練が実施されました。
今回の訓練は、台風の影響による大雨・洪水により水害及び土砂災害が発生したことを想定し、関係機関と
住民参加のもと、災害の予防や応急対策等の防災活動が迅速かつ的確に行えるよう訓練するとともに、防災
体制の強化と住民の防災意識の高揚を図ることを目的として実施しました。
今回、易国間地区を対象として実施した避難訓練では、避難指示のサイレンと防災行政無線を合図に、７３
名の住民が参加し避難所として開設した風間浦中学校へ避難しました。
その後、主会場の風間浦中学校にて防災訓練が行われ、風間浦村消防団による火災防ぎょ訓練が行われた
ほか、風間浦消防分署と村による住民参加型の煙火体験・消火訓練・ＡＥＤ操作訓練・簡易ベッド設置訓練が
行われました。
村民の皆さまには、日頃より自分が避難する時の経路の確認や非常食等の備えを心がけるようお願いします。

AED操作訓練 簡易ベッド設置訓練

避難訓練の受付 防災訓練の開始式

火災防ぎょ訓練 火災防ぎょ訓練

煙火体験 消火訓練
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同志社アラムナイ ＃12

学校だより・教育長だより
※広告が出てくる場合がありますので、

その際は「広告をスキップ」のボタン

を押してください。

問 風間浦村 教育委員会

☎０１７５－３５－２２１０

小学校だより
『自立のために』

中学校だより
『躍進』

教育長だより
『雨ニモマケズ』
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令和８年度の風間浦保育所への入所児童を募集します。入所希望の方は下記によりお申込みください。
■入所対象児童 保護者が就労、疾病、介護等のため保育を必要とする児童で、令和８年４月１日時点で生後満

６ケ月以上の児童。
■申込受付期間 令和７年１２月１日（月）から令和７年１２月２２日（月）まで
■受 付 場 所 風間浦村役場 村民生活課（げんきかん内）
■申 込 書 類 ①支給認定（現況）兼入所申請書

②就労証明書（求職中の場合は、求職活動を証明できるものを提出してください。
＜例＞求職カード、雇用保険受給者資格証など）
※１ 新規入所、継続入所どちらの方も①②を提出していただきます。
※２ 勤務先が変わったときには、就労証明書を再度提出してください。
※３ 各種様式については、風間浦村のホームページからダウンロードできます。
※４ 申込書類は、風間浦村役場村民生活課（げんきかん内）にあります。

■入 所 選 考 ①児童の家庭状況を聴取または調査を実施後、保育が必要と認められた児童。
②入所が決定した場合、後日「保育所入所承諾書」を送付いたします。

［風間浦保育所について］
■保 育 料 無料（風間浦村住民のみ）
■開 所 日 時 月曜日から土曜日（祝祭日・年末年始はお休みです。）

午前７時３０分～午後４時まで
（午後４時～６時まで居残り保育でお預かり可能です。）

■送 迎 風間浦村全地区を対象に送迎バスを運行しております。送迎バスをご利用希望の方は別途お申
し出ください。（乳児（生後６ケ月～１歳未満）の送迎は、保護者でお願いします。）

問 風間浦村 村民生活課 福祉介護グループ ☎０１７５－３５－３１１１

令和８年度風間浦保育所入所児童の募集について

昨年度に引き続き、青森県民の皆さんがおトクに宿泊できる「冬のあおたびキャンペーン」を実施します。キャ
ンペーン期間中に県内の参加宿泊施設に泊まると、割引やプレゼントなどのうれしい特典がもらえます。さらに、
県内の参加立寄店舗でも様々な特典をご用意しています！
新企画“あおたびＷチャンス”では、抽選でペア宿泊券などの豪華景品が当たるかも！？
おトクがいっぱいのこの機会に、県内のいろいろな場所にお出かけしてみませんか？
■キャンペーン期間
令和７年１２月１日（月）～令和８年３月３１日（火）
（令和８年３月３１日チェックインまでが対象）
■キャンペーン対象者
青森県内の居住者
※複数人グループでの予約の場合、グループ内に青森県内にお住いの方が１名でもいれば、全員が本キャンペー
ンの対象となります。

※チェックイン時に居住地が確認できる身分証明書をご持参ください。
■キャンペーン特典
①宿泊施設特典：宿泊代金の割引または特典
②立寄店舗特典：各種代金の割引または特典
※割引額、割引率及び特典の内容は、各施設・店舗によって異なります。
※店舗特典はチェックイン時にもらえる「冬のあおたびクーポン」と引き換えとなります。
■新企画「あおたびＷチャンス」
キャンペーン参加宿泊施設のうち、Ｗチャンス対象の宿に泊まると抽選でペア宿泊券などの素敵なプレゼント

が当たります。応募条件など詳しくはキャンペーン公式サイトをチェック！
▼詳しくは
・冬のあおたびキャンペーン公式サイト
ＵＲＬ（https://fuyuno-aotabi.jp/）またはＱＲコードはこちら▶▶▶▶▶

問 冬のあおたびキャンペーン事務局 ☎０１２０－０３９－０４１

今年も【冬のあおたびキャンペーン】が始まります！

すべての農作物を対象に、自然災害や価格低下だけでなく、農業者の経営努力では避けられない収入減少を広
く補償します。
・加入できる方 青色申告を行なっている農業者（個人・法人）
・補 償 内 容 農産物の販売収入が、基準収入の９割を下回った場合に、下回った額の９割を上限として補償
問 青森県農業共済組合南部支所収入保険課 ☎０１７６－２２－８１００

収入保険に加入しませんか？
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▼医療費通知書の送付について
医療費通知書は、ご自身の受けた医療の状況を知っていただくためにお送りするお知らせです。
例年、年１回医療費通知書を送付していましたが、今年度より医療費通知書を活用して医療費控除の申告をさ

れる方々の利便性向上のため、年２回送付します。最初に１１ヶ月分（１月診療分～１１月診療分）を２月中旬
に、残り１ヶ月分（１２月診療分）を３月中旬に到着するよう送付します。２月中に確定申告される方は、１１ヶ
月分の医療費通知書と医療機関発行の領収書（１２月診療分）をご活用願います。
また、マイナンバーカードをお持ちの方は、確定申告に活用するための１年分の医療費通知情報を、例年、２月

９日からマイナポータルで取得可能です。
医療費通知書に関してご不明な点がございましたら、２月上旬から設置するコールセンターへご連絡ください。

お電話の際は、被保険者番号がわかるもの（資格確認書等）をご用意ください。コールセンターの電話番号は、医
療費通知書の封筒に掲載します。
問 風間浦村 税務国保課 国保グループ ☎０１７５－３５－２１１１

青森県後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２１－３８２１

後期高齢者医療被保険者の皆さまへ

風間浦村シルバー人材センターでは、会員を募集しています。知識や経験を活かして一緒に働いてみませんか。
■募 集 要 件 原則６０歳以上の風間浦村在住で、健康で働く意欲のある方

※会員は年会費２,０００円です。
■申込受付時間 平日午前８：３０～午後４：００（土・日・祝日休）

※前もってお電話でご予約ください。
■持参いただく物 各種免許・資格証明書

※入会される場合は【縦３㎝×横２.５㎝】の顔写真、印鑑をご用意ください。
※当月の作業に応じて、翌月に報酬（配分金）が支給されます。
※雑草等の刈払作業で使用する刈払機は各自持ち込みとなりますのでご了承ください。
問 風間浦村シルバー人材センター（風間浦村大字易国間字大川目１１－２）

総合福祉センター「げんきかん」 社会福祉協議会 事務局内 ☎０１７５－３５－２２４３（担当：佐藤）
＊青森労働局委託事業：高齢者活躍人材確保育成事業（公益社団法人青森県シルバー人材センター連合会）

(公社）青森県シルバー人材センター連合会よりお知らせ

個人事業税や不動産取得税、自動車税種別割は、次のとおり簡単で便利なキャッシュレス納付ができます。
①クレジットカード（専用サイト・アプリ） ②インターネットバンキング（専用サイト・アプリ）
③電子マネー（アプリ） ※詳細は、納税通知書の裏面や同封チラシ、県庁のホームページをご覧ください。

簡単で便利なキャッシュレス納付をご利用ください！

一部事務組合下北医療センターが発注する（指定管理者が発注するものを除く。）、建設工事の請負、測量・コン
サルタント業務及び物品の製造・販売・買受け、役務の提供等の取引分野における指名競争入札への参加を希望
する方は申請してください。
■受 付 期 間 令和８年１月１３日（火）から１月３０日（金）午後５時まで
■提 出 先 一部事務組合下北医療センター むつ総合病院 管財・施設経営課契約審査係
■提 出 方 法 郵送で提出してください。
■提 出 書 類 むつ総合病院ホームページから申請要項及び様式をダウンロードし、申請要項

に基づき、それぞれの業種に応じて必要な書類を取り揃えて提出してください。
※ＵＲＬ (https://x.gd/yWx6t) またはＱＲコードはこちら ▶▶▶▶▶

■資格の有効期限 令和８年度及び９年度の２年間（令和８年４月１日から令和１０年３月３１日まで）
問 〒０３５－８６０１ 青森県むつ市小川町一丁目２番８号 一部事務組合下北医療センター

むつ総合病院 管財・施設経営課契約審査係 ☎０１７５－２２－２１１１（内線・３２７０）

令和８・９年度 指名競争入札参加資格審査申請の受付について

下北管内５市町村と青森県下北県税事務所は連携し、法定要件に該当する全ての事業主に、個人住民税の特別
徴収義務者の指定を行なっています。５月に各事業主（特別徴収義務者）宛に特別徴収税額決定通知書を送付し
ますので、６月支給分の給与から天引きを開始のうえ、各市町村から送付される納入書により、天引きした月の
翌月１０日までに金融機関で納付してください。
特別徴収の適正な実施のために、ご理解とご協力をお願いします。
問 風間浦村 税務国保課 ☎０１７５－３５－２１１１

青森県下北県税事務所 ☎０１７５－２２－８５８１（内線２１０・２１１）

事業主（給与支払者）の皆さまへ重要なお知らせです！
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みなさん、こんにちは。大間病院の落合です。

だいぶ寒くなり本格的な冬が近づいてきましたね。そんな時期は血圧が上がりやすくなります。今回は

改めて血圧のお話をします。

血圧とは、心臓と送り出される血管との抵抗値（硬さ）との関係を示します。血管が柔らかくても心臓が

頑張りすぎれば、血圧は上がりますし、心臓の力がないのに血管が硬くても血圧は上がってきます。特に動

脈硬化などがある方では血圧が上がってきます。また、血管がそこまで硬くなくても、外の気温が寒いと手

足の血管がギュッと縮み、動脈硬化のような状態を作り出します。そのことによって、冬になると血圧が上

がってくるのです。動脈硬化で常に血管が硬いことも心臓に悪いのですが、急に血管が縮むことで血圧が

急に上がることも、心臓には良くありません。

では、そうならないためにはどうしたらいいのでしょうか。まずは急激に気温が下がるような空間を生

み出さないことが大事です。例えば風呂場と脱衣所の温度差などは要注意です。あとは夜に暖房を消し、

翌朝目が覚めた時に、非常に寒いなどの場合なども要注意です。（最近、当院の角田医師が高血圧を含む生

活習慣病について分かりやすいビデオを準備してくれました。外来待合室で流れていますのでぜひご覧く

ださい。）

普段から、高血圧など指摘されている方はこの時期から朝の血圧が高くなりやすくなり、暖かい時期と

違って、１４０を超えることが増えてくるかもしれません。その際はぜひ大間病院に受診して医師にご相

談ください。大間病院では食習慣（特に塩分摂取）、ストレスの有無、動脈硬化の有無などにそって、みなさ

ん一人一人に合ったオーダーメイドの治療を考えています。

寒い冬でもみんなで元気にお達者で過ごしたいですよね。大間病院はみなさんの期待に添えるよう医療

知識を最新にしてご相談をお待ちしています。

気をつけよう、急激な血圧変化 〜冬は間近に〜
内科医長 落合 秀也

株式会社合同資源（代表取締役社長 山ノ井敏夫氏）より村へ企業版ふるさと納税の寄付１００万円が寄

せられました。

㈱合同資源は、千葉県に本社を構えヨウ素、ヨウ素化合物の製造および販売・ヨウ素のリサイクルや天然

ガスの開発、生産および販売をしております。山ノ井敏夫社長は寄付にあたり「村の津波災害対策に活用し

て欲しい」と話していました。温かいご支援ありがとうございます。

株式会社合同資源から企業版ふるさと納税の寄付

※１２月２７日（土）より１月４日（日）まで、年末年始のため休診といたします。

なお、救急患者については随時受付いたします。

大間病院の年末年始休診日のお知らせ

１２月
２７日（土) ２８日（日) ２９日（月) ３０日（火) ３１日（水)

休診 休診 休診 休診 休診

１月
１日（木) ２日（金) ３日（土) ４日（日) ５日（月)

休診 休診 休診 休診 診療
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何か気になること、相談したいことがあれば、遠慮なく村民生活課までご連絡ください！
問 風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５－３５－３１１１

食習慣の乱れや食事の偏りを見直し、少しずつでも改めることによって、高血圧の予防や治療に結びつけ
ることができます。まずは無理せず１～４のことを意識して、できることから取り組んでみましょう。
１．減塩の工夫をしよう
２．野菜や果物を積極的に食べてカリウムを摂ろう
３．腹八分を意識し、体重をコントロールする
４．ほどほどの飲酒量とし、週１日以上の休肝日は設けましょう

����������塩分摂取量を把握して
���������高血圧を予防しよう

塩分チェックシート

監修：社会医療法人製鉄記念八幡病院 土橋卓也、山﨑香織

当てはまるものに〇をつけ、最後に合計点を計算してください。
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令和７年度 下北郡身体障害者レクリエーション交流会 開催

１０月１５日（水）、標記交流会が大間町健康福祉センター「スマイリー」で開催され、村身

体障害者福祉会（会長：浜辺俊一）の会員ら１１名が参加し、レク競技や懇親会を通じて郡内会

員との親睦を深めました。

レク競技では、フライングディスクやミニボーリングなど４種目が行われ、当村選手団は見

事２種目で優勝しました。

競技後の懇親会は、にぎやかに食事しながら、カラオケやビンゴ大会を楽しみ、大いに盛り

上がりました。参加者は、他町村の会員と再会を約束しあったり、送迎バスが見えなくなるま

で手を振って見送るなど、心から今回の交流を楽しんでいる様子でした。

会員の皆さん、これからますます寒くなりますので、健康や事故には十分留意され、また来

年元気に参加しましょう。（写真撮影、大ビンゴ大会司会担当：佐藤）

ザ☆プロフェッショナル クマ被害防止のために‼

くぐったどー♪ 優勝したどー

風間浦村シルバー人材センター活動報告

【シルバーの日、奉仕作業】
社協が運営するシルバー人材センターは１０月１４日（火）、げんきかん周辺の遊歩道、「グ

ループホームいこくま荘」で奉仕作業を行いました。この活動は、全国のシルバー人材センター

が１０月に「シルバーの日」を定め、センターのＰＲや地域貢献活動を行う特別な日です。

この日は会員ら７人が草刈りや清掃などに汗を流しました。参加者は、早朝から刈払い機や

竹ぼうきなどを手に美化作業に励みました。会員の皆さん、誠にありがとうございます。（担

当：佐藤）
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（10月末現在)

男 721人 (先月比＋１人 )
女 780人 ( 〃 －４人 )
計 1,501人 ( 〃 －３人 )

世帯数 832世帯( 〃 －４世帯)

私たちの村の人口 （10月届出分)

令和７年１０月１２日（日）村民多目的グラウンドを会場に、風間浦グラウンドゴルフクラブ主催による

「風間浦村長杯グラウンドゴルフ大会」が開催されました。

当日は風間浦グラウンドゴルフクラブ会員１４名他、風間浦村長、教育長や大間町、佐井村の愛好会の

方々、電源開発株式会社からの参加もあり、総勢３５名が集いました。

参加者は４～５人ずつのグループに分かれ、個人戦形式で競技を実施。皆ライバルですが、ショットのた

びに「ナイスショット」や「惜しい」など声を掛け合い、１打に一喜一憂しながら、プレーを楽しみました。

熱戦の結果、優勝は佐井村から参加した方が見事に勝ち取りました。

風間浦村長杯グラウンドゴルフ大会

●お誕生おめでとうございます
坂 瑚杏 さん （琉威・未優）下風呂
坂 渚空 さん （琉威・未優）下風呂

●お悔み申し上げます
能 渡 コ ト さん （９７歳）易国間
濵 㞨 シ ヱ さん （８９歳）桑 畑

下風呂温泉海峡の湯２階にて「おんせんヨガ」を実施
９月～１０月（計３回）に下風呂温泉海峡の湯２階において、おんせんヨガを実施しました。
おこっぺヨガの古畑夏希さんを講師に迎え、延べ４５名が参加しました。ヨガは心身の健康を促進し、
ストレス軽減、柔軟性向上、筋力強化など多くの効果をもたらします。

【参加者からの感想】
・呼吸法を意識するだけでカラダが温かくなった
・体が硬いのでできるか不安だったけど、みんなと一緒にできた
・ゆったりした動きなのに、じんわり汗をかいて、スッキリしました
・古畑先生のヨガレッスンを受講するようになってから、体の
調子が良く、自律神経も整っているように感じています

冨岡村長による始球式 競技中の様子 閉会式

風間浦村 村民生活課

おこっぺヨガ
古畑夏希さん


